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訳
者
解
説

は
じ
め
に

本
書
は
、Joel J. K

upperm
an, Classic A

sian Philosophy: A
 G

uide to the E
ssential T

exts, 2nd ed. (N
ew

 
Y

ork: O
xford U

niversity Press, 2006)

の
全
訳
で
あ
る
。
原
著
の
タ
イ
ト
ル
「
古
代
ア
ジ
ア
哲
学
：
重
要
な
テ
ク
ス

ト
群
へ
の
一
つ
の
ガ
イ
ド
」
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
の
知
的
・
宗
教
的
伝
統
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
八
つ
の
古
典
と
、
イ
ス
ラ
ム
哲
学
か
ら
一
つ
の
古
典
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
徹
頭
徹
尾

「
哲
学
書
」
と
し
て

─
そ
れ
も
、
英
米
圏
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
分
析
哲
学
の
議
論
に
接
続
可
能
な
も
の
と
し
て

─
読

解
す
る
こ
と
を
試
み
た
作
品
で
あ
る
。

著
者
に
つ
い
て

著
者
の
ジ
ョ
エ
ル
・
カ
ッ
パ
ー
マ
ン［

［
［

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
の
哲
学
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
国
の
少
な
く
と
も
特
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定
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
学
者
と
し
て
の
顔
で
は
な
く
、「
天
才
少
年
」
と
し
て
お
茶
の
間
で
親
し
ま
れ
た
人
物
と
い
う
側

面
の
方
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
に
ユ
ダ
ヤ
系
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
、
幼
少

期
に
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
番
組
「Q

uiz K
ids

」
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
、
一
時
期
は
全
米
に
知
ら
ぬ
者
が
い
な
い
ほ
ど
そ
の

名
を
轟
か
せ
て
い
た
と
い
う
。
も
は
や
「K

ids

」
と
は
呼
び
難
い
年
齢
に
達
し
た
と
き
に
彼
は
番
組
か
ら
離
れ
、
弱
冠
一

六
歳
で
名
門
シ
カ
ゴ
大
学
に
入
学
し
、
わ
ず
か
二
年
で
学
士
号
（A

.B.

）
を
、
そ
の
翌
年
に
は
二
つ
目
の
学
士
号
（S.B.

）
を
、

そ
し
て
そ
の
次
の
年
に
は
修
士
号
（A

.M
.

）
を
得
て
い
る［

［
［

。
当
時
の
専
門
は
数
学
だ
っ
た
が
、
在
学
中
に
同
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
た
中
国
学
者
の
Ｈ
・
Ｇ
・
ク
リ
ー
ル
の
授
業
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
哲
学
に
出
会
い
、
心
を
惹
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
、
そ
の
知
名
度
と
同
級
生
よ
り
も
年
齢
が
下
だ
っ
た
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
か
、
シ
カ
ゴ
大
学
で
は

周
囲
の
学
生
か
ら
壮
絶
な
い
じ
め
に
あ
っ
て
し
ま
う［

［
［

。
彼
の
境
遇
を
懸
念
し
た
教
員
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
米
国
を
離
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
勧
め
に
従
い
、
博
士
課
程
か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
転
じ
、
一
九
六
三
年
に
は
同
大
学
か
ら

哲
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る
（
学
位
論
文
題
目
は“Evaluations of W

orks of A
rt”

）。
職
歴
と
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
に
コ

ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
大
学
哲
学
科
に
着
任
し
て
か
ら
、
二
〇
一
三
年
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
同
大
学
で
長
く
教
鞭
を
と
っ
た
。

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
合
併
症
に
よ
り
死
去
。

カ
ッ
パ
ー
マ
ン
の
生
前
の
仕
事
が
ま
と
ま
っ
た
業
績
リ
ス
ト［

［
［

に
は
、「
倫
理
学
」「
形
而
上
学
・
心
の
哲
学
」「
ア
ジ
ア
・

比
較
哲
学
」「
応
用
哲
学
」「
美
学
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
数
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
英
語
圏
の
倫
理
学
者
の
間
で
は
、
彼
は
と
り
わ
け
、
人
柄
・
性
格
（character

）
を
重
視
し
た
徳
倫
理
学

的
な
主
張
、
そ
し
て
価
値
論
（axiology

）
の
仕
事
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
彼
の
学
説
が
ま
と
ま
っ
た
形

で
紹
介
さ
れ
た
事
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
議
論
の
一
部
で
あ
る
「
人
柄
・
性
格
」
論
に

つ
い
て
は
、
倫
理
学
者
や
哲
学
者
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
て
い
る
例
が
、
僅
か
な
が
ら
確
認
で
き
る［

［
［

。
ほ
か
に
は
、
二
〇
〇
五
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年
に
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
渋
沢
北
米
セ
ミ
ナ
ー
」
に
登
壇
し
た
際
の
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
の
発
言
要
旨
が
日
本

語
訳
さ
れ
て
文
書
の
形
で
残
っ
て
は
い
る［

［
［

。

彼
の
業
績
リ
ス
ト
か
ら
単
著
・
共
著
だ
け
抜
き
出
し
た
も
の
が
、
次
で
あ
る
。

１
．Fundam

entals of Logic (w
ith A

.S. M
cGrade) (Garden City: D

oubleday, 1966)

２
．E

thical K
now

ledge (London: Geo. A
llen &

 U
nw

in, M
uirhead Library of Philosophy, 1970; reprint 

by Routledge, 2002)

３
．Philosophy: T

he Fundam
ental Problem

s (N
ew

 Y
ork: St. M

artin's Press, 1978)

［
1
］　

ラ
ス
ト
ネ
ー
ム
の
日
本
語
表
記
は
、
彼
の
指
導
学
生
の
一
人
で
あ
る
中
国
出
身
の
哲
学
者Chenyang Li

（
李
晨
阳
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に

お
い
て
「
考
普
曼
（K

ǎo pǔ m
àn

）」
と
中
国
語
で
音
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、「
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
」
と
し
た
。「
新
雅
师
说
｜
李
晨
阳
：

在
世
界
舞
台
上
做
当
代
中
国
哲
学
」『
清
華
大
学
新
雅
書
院
』（
二
〇
二
三
年
二
月
二
五
日
）https://w

w
w

.xyc.tsinghua.edu.cn/
info/1112/2721.htm

［
2
］　

伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
し
た
。John R. Shook, “K

U
PPERM

A
N

, Joel Jay (1936– ),” in D
ictionary of M

odern 
A

m
erican Philosophers, ed. John R. Shook (N

ew
 Y

ork and London: T
hoem

m
es, 2005), pp. 1383-1385.

［
3
］　

カ
ッ
パ
ー
マ
ン
の
幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
ま
で
を
描
い
た
伝
記
的
コ
ミ
ッ
ク
が
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
息
子
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。

M
ichael K

upperm
an, A

ll T
he A

nsw
ers. (Sim

on and Schuster, 2018).

［
4
］　

業
績
リ
ス
ト
は
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
大
学
の
哲
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。”Joel K

upperm
an”, D

epartm
ent of 

Philosophy, U
niversity of Connecticut. https://philosophy.uconn.edu/person/joel-kupperm

an/

［
5
］　

例
え
ば
次
の
文
献
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
土
屋
陽
介
「
子
ど
も
の
哲
学
と
理
性
的
思
考
者
の
教
育
：
知
的
徳
の
教
育
の
観
点
か
ら
」（
立
教
大
学

博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
八
年
）、
成
田
和
信
「
倫
理
学
（
2
）
現
代
：
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
逝
去
に
寄
せ
て
」『
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
』

V
ol. 27

（2004

）、74-78

。

［
6
］　
『
日
本
の
挑
戦
：「
普
通
の
国
」
と
し
て
の
日
本
：2005

年
渋
沢
北
米
セ
ミ
ナ
ー
』（
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
、
二
〇
〇
八
年
）。
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４
．T

he Foundations of M
orality (London and Boston: Geo. A

llen &
 U

nw
in, 1983)

５
．Character (N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity Press, 1991)
６
．V

alue... A
nd W

hat Follow
s (N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity Press, 1999)

７
．Learning From

 A
sian Philosophy (N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity Press, 1999)

８
．Classic A

sian Philosophy: A
 G

uide to the E
ssential T

exts (N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity Press, 

2001; second edition, 2006)

〔
本
書
〕

９
．Six M

yths A
bout the G

ood Life: T
hinking A

bout W
hat H

as V
alue (Indianapolis: H

ackett, 2006)

10
．E

thics and Q
ualities of Life (N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity Press, 2007)

11
．T

heories of H
um

an N
ature (Indianapolis: H

ackett, 2010)

（
1
）
と
（
3
）
は
、
大
学
生
向
け
の
哲
学
入
門
書
、（
2
）、（
4
）、（
5
）、（
6
）、（
9
）、（
10
）、（
11
）
は
倫
理
学
・
価

値
論
に
関
す
る
研
究
書
、
そ
し
て
（
7
）
と
（
8
）
は
ア
ジ
ア
哲
学
に
関
す
る
作
品
で
あ
る
（
た
だ
し
、
倫
理
学
・
価
値
論
に

関
す
る
研
究
書
で
も
、
イ
ン
ド
哲
学
や
中
国
哲
学
の
文
献
が
西
洋
哲
学
の
議
論
と
分
け
隔
て
な
く
参
照
さ
れ
て
い
る
）。
中
で
も

（
5
）
は
、
彼
の
作
品
の
中
で
最
も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る［

［
［

も
の
で
あ
り
、
ま
た
（
6
）
は
、
価
値
論
の
研
究
者
と
し
て
強

い
影
響
力
を
も
つ
ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
リ
ス
プ［

［
［

や
ト
マ
ス
・
ハ
ー
カ［

［
［

ら
が
レ
ビ
ュ
ー
論
考
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
倫
理
学
・
価
値
論
に
お
け
る
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
の
代
表
作
と
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。

カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
、
本
書
の
よ
う
な
啓
蒙
的
著
作
を
い
く
つ
も
執
筆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
研
究

の
み
な
ら
ず
教
育
に
も
注
力
し
て
い
た
よ
う
で
、
一
九
七
三
年
に
は
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
大
学
か
ら
優
秀
教
員
賞
（Faculty 

Excellence in T
eaching aw

ard

）
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、「
近
年
、
非
西
洋
の
哲
学
的
諸
伝
統
に
対
し
て
研
究
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者
た
ち
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
は
る
か
以
前
か
ら
」［

［1
［

東
洋
の
哲
学
・
思
想
に
多
大
な
る
関
心
を
向
け
て
い
た
人

物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
大
学
院
で
ア
ジ
ア
哲
学
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
い
て
い
た
彼
の
も
と
に
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
を

研
究
す
る
こ
と
を
欲
す
る
学
生
が
国
内
外
か
ら
集
い
、
結
果
と
し
て
ア
ジ
ア
哲
学
の
専
門
家
を
幾
人
も
育
て
る
こ
と
に
な
っ

た
。
彼
の
指
導
を
受
け
た
研
究
者
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
哲
学
・
比
較
哲
学
を
専
門
と
す
る
多
数
の
研
究
者
ら
が
、
カ
ッ
パ
ー

マ
ン
の
哲
学
を
多
角
的
に
論
じ
た
、
次
の
記
念
論
文
集
も
編
ま
れ
て
い
る
。

Chenyang Li and Peim
in N

i, eds. M
oral Cultivation and Confucian Character: E

ngaging Joel J. 
K

upperm
an. (A

lbany: State U
niversity of N

ew
 Y

ork Press, 2014)

本
書
の
特
徴

本
書
で
は
、
ア
ジ
ア
の
知
的
伝
統
を
規
定
し
て
き
た
主
要
な
文
献
が
九
冊
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
核
心
に
次
の
よ

う
な
ト
ピ
ッ
ク
が
見
出
さ
れ
、
探
究
さ
れ
て
い
く
。
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
自
己
／
非
自
己
の
存
在
論
（
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』）、
没
我
的
行
為
の
様
相
（『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』）
；
イ
ス
ラ
ム
哲
学
に
お
け
る
神
と
の
合
一
（『
叡

智
の
台
座
』）
；
中
国
哲
学
に
お
け
る
徳
倫
理
学
と
人
間
形
成
論
（『
論
語
』）、
人
間
本
性
論
（『
孟
子
』）、
言
語
の
限
界
と
自

［
7
］　Google Scholar

上
で
の
被
引
用
数
に
基
づ
い
て
い
る
（
二
〇
二
六
年
一
月
一
一
日
現
在
）。

［
8
］　Roger Crisp, “V

alue... A
nd W

hat Follow
s By Joel K

upperm
an”. Philosophy, V

ol. 75, N
o. 3 (2000), 452-462.

［
9
］　T

hom
as H

urka, “V
alue... A

nd w
hat follow

s”. T
he Philosophical R

eview
, V

ol. 110, N
o. 2 (2001), 281-283.

［
10
］　D

iana T
ietjens M

eyers, “Joel J. K
upperm

an, 1936–2020”, M
em

orial M
inutes, 2020. https://w

w
w

.apaonline.org/page/
m

em
orial_m

inutes2020#kupperm
an
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律
の
問
題
（『
老
子
道
徳
経
』）、
反
実
在
論
と
生
成
変
化
（『
荘
子
』）
；
日
本
哲
学
に
お
け
る
空
の
思
想
（『
禅
肉
・
禅
骨
』）。

最
終
章
で
は
、
こ
れ
ら
九
冊
を
振
り
返
り
、
そ
の
共
通
点
を
探
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
の
生
を
変
容
さ
せ
う
る
魅
力
的
な

世
界
観
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
テ
ク
ス
ト
の
選
定
は
概
ね
標
準
的
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
示
さ
れ
る
解
釈

も
全
体
的
に
教
科
書
的
な
理
解
に
沿
っ
た
も
の
で
は
あ
る
。

本
書
を
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
し
て
い
る
要
素
の
一
つ
は
、
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
に
、「
暗
黙
の

論
証
構
造
（an im

plicit structure of argum
ent

）」
を
見
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
書
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
『
カ
タ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
は
少
年
と
死
神
の
対
話
篇
、『
論
語
』
は
孔
子
の
言
行
録
、
そ
し
て
『
老

子
道
徳
経
』
は
詩
と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
学
術
論
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
明
示
的
な
論
証
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
（
明
確
な
主
張
と
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
根
拠
の
秩
序
だ
っ
た
提
示
）
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
っ
け
ん
、
論
証
が
見
当
た
ら
な
い
テ
ク
ス
ト
に
内
在
す
る
論
証
を
特
定
し
、
そ
れ
を
再
構
成
し
よ
う
と
い

う
の
が
、
彼
の
目
論
見
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
で
語
ら
れ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
存
在
様
態
に

つ
い
て
、
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
次
の
よ
う
な
議
論
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

・
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
は
、
持
続
的
な
「
私
」
が
あ
る
。

・
こ
の
「
私
」
は
、（
直
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
通
り
、）
変
化
し
な
い
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。

・
し
か
し
、
人
柄
や
思
考
パ
タ
ー
ン
な
ど
は
変
化
す
る
。

・
し
た
が
っ
て
、
持
続
的
な
「
私
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
要
素
は
含
ま
れ
え
な
い
。（
本
書
一
五
頁
）

こ
う
し
た
論
証
構
造
を
取
り
出
す
に
あ
た
り
、
西
洋
哲
学
の
議
論
を
ふ
ん
だ
ん
に
援
用
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
本
書
ら
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し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
い
え
る［

［1
［

。
例
と
し
て
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
先
の
章
に
お
い
て
は
、
人
格
の

同
一
性
（personal identity

）
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
、
デ
レ

ク
・
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
、
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
チ
ザ
ム
ら
の
議
論
が
補
助
線
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
針
に
対
し
て
は
、「
別
の
伝
統
に
属
す
る
テ
ク
ス
ト
を
読
む
際
に
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
も
自
分
が
最
も
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
伝
統
と
同
じ
問
い
を
立
て
、
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
応
答
や
答
え
を
構
成
し
て
い
る
は
ず
だ
と
無
意
識
に
前
提

し
て
し
ま
う
」［

［1
［

と
い
う
、
比
較
哲
学
に
あ
り
が
ち
な
過
ち
を
犯
す
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
義
を
投
げ
か
け
る
者
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
と
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
に
関
し
て
は
、
そ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
う

い
っ
た
危
険
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
陥
ら
な
い
よ
う
注
意
を
払
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
序
文
」
で
明
言
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

い
わ
く
、「
本
書
全
体
を
通
じ
た
私
の
戦
略
と
は
、
西
洋
に
見
ら
れ
る
対
応
物
を
適
切
な
場
合
に
は
利
用
す
る
こ
と
と
、
ア

ジ
ア
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
特
徴
的
で
、
い
わ
ば
翻
訳
不
可
能
な
要
素
を
探
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う

も
の
だ
」（p. vi

）。

む
し
ろ
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
、
言
語
に
よ
る
定
式
化
を
拒
む
よ
う
な
真
理
や
価
値
が
あ
る
と
い
う
洞
察
と
、
そ
れ
を
な
ん
と

か
言
語
と
い
う
不
完
全
な
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
示
唆
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
点
に
、
ア
ジ
ア
哲
学
の
真
価
を
見
出
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
～
で
は
な
い
何
か
」
と
し
て
示
さ
れ
る
ア
ー
ト
マ
ン
や
、「
道
は
あ
る
、
し
か
し
そ
の
道
は
未
踏
の
ま

ま
だ
〔T

here are w
ays but the W

ay is uncharted
〕」（p. 187

）
と
い
う
詩
に
よ
っ
て
仄
め
か
さ
れ
る
超
越
的
真
理

［
11
］　

特
定
地
域
の
知
的
遺
産
を
分
析
哲
学
的
な
手
法
で
解
明
し
よ
う
と
い
う
方
針
を
取
る
類
書
と
し
て
は
、
次
が
あ
る
。
ロ
イ
・
Ｗ
・
ペ
レ
ッ
ト
『
イ

ン
ド
哲
学
入
門
』（
加
藤
隆
宏
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
三
年
）、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ー
ル
ズ
『
古
代
哲
学
入
門
：
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
』（
文
景
楠
、
松
浦
和
也
、
宮
崎
文
典
、
三
浦
太
一
、
川
本
愛
訳
、
勁
草
書
房
、
二
〇
二
二
年
）。

［
12
］　Ronnie Littlejohn, “Com

parative Philosophy”, Internet E
ncyclopedia of Philosophy. https://iep.utm

.edu/com
parative-

philosophy/



　訳者解説　　300

（『
老
子
道
徳
経
』）
は
、
直
接
的
・
明
示
的
に
「
こ
れ
だ
」
と
指
し
示
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
そ
れ
ら
を
何
と
か
伝

達
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
言
語
を
通
常
と
は
異
な
る
仕
方
で
用
い
る
ほ
か
に
は
な
い
だ
ろ
う
。『
論
語
』
が

無
秩
序
と
も
い
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集
積
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
徳
が
有
限
の
原
理
や
ル
ー
ル
を
内
在
化
す
る

こ
と
に
は
還
元
さ
れ
え
ず
、
た
だ
優
れ
た
有
徳
な
人
物
の
有
り
様
か
ら
学
び
取
り
う
る
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
示
す
と
い
う
意
図
な
い
し
は
効
果
が
あ
る
と
、
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

叙
述
の
ス
タ
イ
ル
に
は
そ
の
哲
学
の
内
容
と
必
然
的
な
関
連
性
が
あ
る
と
い
う
解
釈
方
針
は
、「
メ
デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
」
と
説
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
を
意
識
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
（p. 219

）。

そ
し
て
何
よ
り
、
ア
ジ
ア
哲
学
に
は
、
今
日
の
専
門
分
化
が
進
ん
だ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
哲
学
・
倫
理
学
か
ら
失
わ
れ
て
久

し
い
、
日
常
を
い
か
に
生
き
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
と
、
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
評

価
し
て
い
る
（
第
10
章
）。
彼
は
、「
過
去
二
五
〇
年
に
展
開
さ
れ
て
き
た
西
洋
の
倫
理
学
説
の
多
く
」
は
、
列
車
が
暴
走
し

た
と
き
に
ど
の
レ
ー
ル
に
い
る
人
を
轢
く
べ
き
か
と
い
う
思
考
実
験
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、「『
重
大
な
瞬
間
』
の
倫
理
学

（"big-m
om

ent" ethics

）」
に
ば
か
り
注
目
し
て
き
た
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
（p. 137

）。
確
か
に
、
私
た
ち
の
人
生
に
お
い

て
も
、
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
瞬
間
が
訪
れ
、
そ
こ
で
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
り
う
る
。
し
か
し
、

で
は
そ
う
い
っ
た
稀
に
し
か
訪
れ
な
い
瞬
間
と
そ
の
次
の
同
様
の
瞬
間
に
つ
い
て
、
倫
理
学
は
何
を
語
り
う
る
の
か
、
と
い

う
問
題
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
孔
子
の
倫
理
学
は
、「
個
人
が
持
つ
人
間
関
係
の
あ
り
方
や
、
よ

り
一
般
的
に
は
生
の
狭
間
、
つ
ま
り
大
き
な
選
択
の
間
の
瞬
間
に
、
よ
り
大
き
な
注
意
を
払
う
」（p. 137

）［
［1
［

。
そ
し
て
『
論

語
』
だ
け
で
は
な
く
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ど
の
古
典
に
も
、
真
剣
な
読
者
の
生
の
質
を
変
容
さ
せ
う
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
備
わ
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
史
家
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ド
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
実
践
を
「
生
き
方
と
し

て
の
哲
学
」
と
呼
称
し
た［

［1
［

が
、
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
ア
ジ
ア
の
知
的
伝
統
に
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お
い
て
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る［

［1
［

。

本
書
の
意
義

本
書
は
、
ア
ジ
ア
哲
学
に
つ
い
て
知
り
た
い
・
理
解
し
た
い
と
望
む
あ
ら
ゆ
る
人
に
と
っ
て
、
優
れ
た
ガ
イ
ド
と
し
て
機

能
す
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
中
学
校
・
高
校
に
通
っ
た
人
で
あ
れ
ば
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
中
国
の
思
想
に
は
漢

文
の
授
業
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
の
思
想
に
つ
い
て
は
倫
理
や
世
界
史
の
授
業
に
お
い
て
、
す
で
に
あ
る
程
度
触
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
多
く
の
人
は
、
定
期
試
験
や
受
験
の
た
め
に
表
面
的
な
知
識
や
訓
読
技
法
を
身
に
つ
け
る
の

に
手
一
杯
で
あ
り
、
そ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
哲
学
・
思
想
の
内
実
や
、
そ
れ
が
自
分
の
人
生
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
、
じ
っ
く
り
考
え
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
授
業
時
間
の
都
合
上
、
原
典
を
一
冊

［
13
］　

た
だ
し
、
日
常
的
場
面
を
含
む
生
の
全
体
を
対
象
と
し
た
倫
理
学
的
考
察
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
現
代
倫
理
学
に
お
い
て
も
徐
々
に
認
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
展
開
ま
で
見
据
え
た
二
〇
世
紀
の
メ
タ
倫
理
学
史
に
つ
い
て
は
、
次
の
著
作
を
参
照
。
佐
藤
岳
詩
『
20
世
紀
の
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
メ
タ
倫
理
学
は
い
か
に
発
展
し
た
か
［
上
・
下
］』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
五
年
）。
著
者
の
佐
藤
は
、
二
〇
二
五
年
九
月
に
行
わ
れ

た
古
田
徹
也
と
斎
藤
哲
也
と
の
鼎
談
に
お
い
て
、
自
ら
の
立
場
を
（
日
常
言
語
学
派
な
ら
ぬ
）
日
常
倫
理
学
派
と
自
称
し
て
い
た
が
、
こ
の
言
葉
は
カ

ッ
パ
ー
マ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
適
切
な
特
徴
づ
け
と
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

［
14
］　

次
を
参
照
。
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ド
『
生
き
方
と
し
て
の
哲
学
』（
小
黒
和
子
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
一
年
）。

［
15
］　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究
者
の
酒
井
健
太
朗
は
、
先
の
脚
注
で
触
れ
た
シ
ー
ル
ズ
『
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
入
門
』
に
対
す
る
書
評
に
お
い
て
、
同
書

に
対
し
て
は
概
ね
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
つ
つ
も
、
教
養
の
「
一
つ
の
側
面
で
あ
る
総
合
性
に
関
し
て
は
、
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
0

0

で
は
学
習
で
き

な
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
酒
井
健
太
朗
「
教
養
教
育
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
意
義
：
シ
ー
ル
ズ
『
古
代
哲
学
入
門
』
に
お
け
る
分

析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
討
」『
国
際
哲
学
研
究
』V

ol. 12 (2025), p. 56

）。
こ
の
批
判
は
、
生
き
方
全
般
に
対
す
る
哲
学
の
含
意
を
重
要
視
す
る
カ
ッ

パ
ー
マ
ン
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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丸
ご
と
読
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
有
名
な
箇
所
の
み
を
断
片
的
に
読
む
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た

制
度
的
な
制
約
に
加
え
、
日
本
語
話
者
で
あ
れ
ば
、
言
語
の
特
性
上
、
漢
字
で
書
か
れ
た
ア
ジ
ア
哲
学
の
言
葉
や
概
念
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
な
ん
と
な
く
理
解
で
き
た
と
い
う
錯
覚
に
陥
り
や
す
い
た
め
、
腹
落
ち
す
る
水
準
で
そ
の
意
味

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
も
、
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
た
と
え
ば
、「
梵
我
一

如
」「
仁
」「
空
」
な
ど
の
概
念
を
漢
語
と
し
て
学
ん
だ
人
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
数
が
自
ら
の
言
葉
で
こ
れ
ら
を
説
明
で
き
る
だ
ろ

う
か
）。
そ
う
し
た
読
者

─
私
を
含
む

─
に
と
っ
て
、
本
書
は
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
は
ず
の
古
典
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

哲
学
的
出
会
い
直
し
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

ま
た
本
書
は
、
た
と
え
ア
ジ
ア
哲
学
に
対
し
て
格
別
の
関
心
を
持
た
な
い
読
者
に
と
っ
て
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
つ
魅
力
的

な
「
生
き
方
と
し
て
の
哲
学
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
本
書
で
扱
わ
れ
る
古
典
は
、
千
年
単
位

で
読
み
返
さ
れ
て
き
た
重
厚
か
つ
重
要
な
作
品
で
あ
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
膨
大
な
量
の
注
釈
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
て
い
る
。
著
者
の
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
が
そ
れ
ら
先
行
研
究
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
た
は
ず
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
専
門
家
が

本
書
を
手
に
取
っ
た
な
ら
ば
た
だ
ち
に
目
に
留
ま
る
よ
う
な
基
礎
的
な
誤
解
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
、
大
い
に
あ
る
。

そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
誤
解
や
誤
読
の
余
地
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
書
の
よ
う
な
作
品
に
は
加
わ
る
価
値
が
あ
り
う
る
。

本
書
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
、
か
つ
て
日
本
の
『
源
氏
物
語
』
をA

 
T

ale of G
enji

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
英
訳
し
、
こ
の
日
本
文
学
の
古
典
を
世
界
に
紹
介
し
た
。
近
年
、
毬
矢
ま
り
え
と
森

山
恵
の
二
人
が
、
こ
の
ウ
ェ
イ
リ
ー
版
『
源
氏
物
語
』
を
あ
え
て
現
代
日
本
語
に
訳
し
直
し
た
こ
と
で
、
注
目
を
集
め
た
。

彼
女
ら
は
自
ら
の
営
み
を
、
単
な
る
「
戻
し
訳
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
ら
せ
ん
訳
」
と
名
付
け
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
生
ま
れ
る
異
化
効
果
に
よ
っ
て
、
読
者
が
作
品
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
「
固
定
観
念
を
揺
さ
ぶ
り
、
新
鮮
な
目
で
出
会
い

直
し
た
い
。
そ
れ
を
読
者
と
分
か
ち
合
い
た
い
」［

［1
［

と
い
う
の
が
彼
女
ら
の
意
図
で
あ
る
。
同
様
に
、
こ
う
し
て
日
本
語
訳
さ
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れ
る
本
書
も
、
あ
る
種
の
「
ら
せ
ん
訳
」
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
研
究
者
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ム
ロ

ッ
シ
ュ
は
「
世
界
文
学
（w

orld literature

）」
の
定
義
の
一
つ
に
、「
翻
訳
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
を
獲
得
す
る
書
物

（w
riting that gains in translation

）」［
［1
［

を
含
め
て
い
た
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、「
世
界
哲
学
」
を
定
義
す
る
こ
と
も
、
あ
る

い
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
世
界
文
学
が
言
語
的

0

0

0

翻
訳
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
を
ま
と
う
も
の
だ
と
し
た
ら
、

世
界
哲
学
は
概
念
的

0

0

0

翻
訳
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
を
ま
と
う
も
の
で
あ
る
、
と
。
カ
ッ
パ
ー
マ
ン
が
、
ど
の
程
度
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
、
パ
ー
リ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
そ
し
て
日
本
語
を
理
解
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
彼
は
、
英
語
圏
で
育
ち
、
教
育
を
受
け
、
固
有
の
人
生
を
歩
ん
で
形
成
さ
れ
た
自
ら
の
人
柄
・
性
格
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
を

通
し
て
、
ア
ジ
ア
哲
学
の
諸
概
念
を
見
事
に
咀
嚼
し
、
自
ら
の
言
葉
で
表
現
し
え
た
。
そ
の
成
果
の
「
ら
せ
ん
訳
」
と
し
て

の
本
書
が
ど
れ
ほ
ど
成
功
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
判
断
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

謝
辞

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
よ
り
重
要
な
ご
支
援
と
ご
助
力
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本
書

の
編
集
作
業
を
ご
担
当
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
拙
訳
『
ア
メ
リ
カ
哲
学
入
門
』
に
引
き
続
き
、
山
田
政
弘
氏
で
あ
る
。
当
初
の

［
16
］　

毬
矢
ま
り
え
、
森
山
恵
『
レ
デ
ィ
・
ム
ラ
サ
キ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
：
ら
せ
ん
訳
「
源
氏
物
語
」』（
講
談
社
、2024

年
）、p. 34

。

［
17
］　D

avid D
am

rosch, W
hat Is W

orld Literature? (Princeton: Princeton U
niversity Press), p. 281.
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予
定
を
大
幅
に
超
え
、
提
出
が
遅
れ
た
原
稿
に
対
す
る
「
い
つ
も
な
が
ら
の
す
ば
ら
し
い
訳
文
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

読
み
や
す
い
！
」
と
い
うM

icrosoft T
eam

s

上
で
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。
同
編
集
部
の

鈴
木
ク
ニ
エ
氏
か
ら
は
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
（「
ぼ
そ
っ
と
、
一
〇
月
で
す
ね
…
。」）
を
い
た
だ
い
た
。

お
か
げ
で
、
緊
張
感
を
失
う
こ
と
な
く
な
ん
と
か
完
成
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
前

作
と
同
じ
く
宮
川
和
夫
氏
と
梅
村
昇
史
氏
の
コ
ン
ビ
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
仕
上
げ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
。
本
書
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、「
ら
せ
ん
訳
」
と
し
て
の
性
格
も
踏
ま
え
、
あ
え
て

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
禅
宗
に
つ
い
て
不
安
が
残
っ
た
箇
所
（
具
体
的
に
は
第
9
章
の
注
9
）
に
関
し
て

の
み
、
中
国
哲
学
の
専
門
家
で
あ
る
陳
佑
真
先
生
の
御
知
恵
を
拝
借
し
た
。
そ
れ
で
も
、
本
書
の
訳
文
・
注
釈
に
残
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
訳
者
で
あ
る
私
に
責
任
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
本
書
の
帯
推
薦
文
は
、
納
富
信
留
先

生
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
ギ
リ
シ
ア
哲
学
研
究
の
世
界
的
大
家
で
あ
り
な
が
ら
、
世
界
哲
学
と
い
う
視
座
の
重
要
性
に
い

ち
早
く
注
目
し
、
日
本
で
も
精
力
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
納
富
先
生
に
本
書
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
光

栄
に
思
う
。


